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第３回定例会 

★こんなことをきめました ……Ｐ４～５ 

★一般質問６名が登壇 ………Ｐ６～１０ 

★編集後記   ………………Ｐ１０ 

～決算審査特別委員会審査状況（委員会室にて）～  
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各
基
金
に
積
立
金
と
し
て

５
億
６
５
３
６
万
円 

 

主
な
内
容
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
に
３
億
３
４
４
２
万

３
千
円
、
地
方
債
管
理
基
金
積

立
金
に
５
０
０
０
万
円
、
公
共

施
設
維
持
管
理
基
金
積
立
金
に

１
億
８
０
９
３
万
９
千
円
、
水

道
事
業
会
計
に
繰
出
金
と
し
て

２
０
０
０
万
円
、
農
業
振
興
資

金
貸
付
金
に
２
０
０
万
円
、
鳥

獣
被
害
対
策
事
業
費
（
防
止
柵
）

と
し
て
７
５
０
万
円
、
橋
梁
概

略
点
検
委
託
料
と
し
て
８
０
０

万
円
、
林
道
災
害
復
旧
事
業
費

に
３
６
６
０
万
円
等
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。 

総
額
７
億
５
２
２
万
５
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。 

 

       

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
で
加
計
呂
麻
島
に
塵

芥
収
集
車
（
３
ト
ン
車
）
を
購

入
す
る
も
の
で
、
合
資
会
社
瀬

戸
内
鉄
工
所
と
７
３
６
万
８
０

円
で
契
約
し
ま
し
た
。 

       

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
で
加
計
呂
麻
島
に
農

用
地
開
発
・
造
成
整
備
用
ト
ラ

ク
タ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
を
購
入

す
る
も
の
で
、
有
限
会
社
岩
切

モ
ー
タ
ー
ス
と
９
８
４
万
９
６

０
０
円
で
契
約
し
ま
し
た
。 

     

主
な
工
事
内
容
は
、
防
波
堤

（
基
礎
工
）
基
礎
捨
石
Ｖ
＝
９

４
２
９
㎥
・
本
体
方
塊
据
付
け

３
２
個
、
船
揚
場
（
地
盤
改
良

工
）
床
掘
Ｖ
＝
９
５
５
㎥
、
物

揚
場
マ
イ
ナ
ス
２
ｍ
・（
地
盤
改

良
工
）
床
掘
Ｖ
＝
９
９
５
㎥
、

道
路
（
地
盤
改
良
工
）
床
掘
Ｖ

＝
４
５
４
㎥
等
を
行
な
う
も
の

で
株
式
会
社
町
田
建
設
と
１
億

３
２
６
２
万
４
０
０
０
円
で
契

約
し
ま
し
た
。 

       

主
な
工
事
内
容
は
、
復
旧
延

長
Ｌ
＝
２
８
ｍ
、
残
土
処
理
工

Ｖ
＝
３
７
７
０
㎥
、
現
場
吹
付

加
計
呂
麻
港
（
瀬
武
地

区
）
改
修
工
事
契
約 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
４
号) 

第３回（９月）定例会では、決算議案 11件、補正予算議案 1１件、条例改正議案１件、

契約議案５件、路線認定議案１件の計２９件の議案を審議し、それぞれ可決しました。 

また、瀬戸内町選挙管理委員（４名）及び同補充員（４名）の選挙を行い、当選者を決定

しました。 

 なお、平成 2５年度各会計決算議案については、議長と議会代表監査員を除く８名で構成

する決算審査特別委員会（委員長 林 健二、副委員長 鎌田愛人）を設置して審査を行い、

最終日に委員長から審査報告がなされ、意見書を町当局へ提出しました。 

（次頁に意見書掲載。なお、各会計決算額状況については町広報誌に掲載のため、割愛しま

した。） 

主な議案の要旨は次のとおりです。 

加
計
呂
麻
島 

塵
芥
（
ご
み
）
収
集
車

売
買
契
約 

２６

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
嘉
入
阿
多
地
線

（
１
工
区
）
工
事
契
約 

加
計
呂
麻
島 

ト
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ー
タ

リ
ー
売
買
契
約 
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法
枠
工
Ａ
＝
１
２
７
０
㎡
を
行

う
も
の
で
丸
福
建
設
株
式
会
社

と
６
７
９
８
万
６
０
０
０
円
で

契
約
し
ま
し
た
。 

                      

                          

            
 

１． 町税・使用料等の徴収対策に努めるとともに、町有地等の未利用地の早期売却、

貸付け等、更には新たな財源の確保に努力されたい。 

２． 各種臨時交付金の活用等については、財源組み替え等に留まることなく、交付金

の本来の目的が達成できるよう努力されたい。 

３． 各特別会計は、一般会計からの繰入金に委ねることなく、特に国民健康保険特別

会計の運営については、早期健全化に努められたい。 

４． 地域コミュニティ職員（まちづくり協議会）の機能の充実を図るとともに、町民

との語る会等を積極的に実施し、町民参画のまちづくりを推進されたい。 

５． 陸上自衛隊の配備については、国等関係機関と充分な協議を図るとともに、町民

の理解を得られるよう鋭意努力されたい。 

６． 国立公園指定・世界自然遺産登録に向けて、町民の環境に対する意識の向上及び

機運の醸成（住民説明会等）に努力されたい。 

７． 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮への取り組み拡大を図り、担い手農

家の支援育成及び集落営農の推進に取り組まれたい。 

８． 我が町の沿岸漁業の衰退ぶりは、近年著しいものがある。漁業従事者の後継者育

成、種苗の存続等、各種補助事業・支援事業の充実を図られたい。 

９． ６次産業化の推進を図るため、各種施設の整備・運営については関係者と充分な

協議のうえ進められたい。 

10．景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな

産業へシフトできるよう情報提供等に特段の努力をされたい。 

11．地域防災計画の見直しを早急に行われ、安心安全なまちづくりに鋭意努力された

い。 

12．消防団の充実強化のため、団員の増と活動環境の整備（設備・資機材の充実）等

について、積極的に取り組まれたい。 

13．古仁屋高校の振興対策については、更なる学校の努力と町の支援策の推進を図り、

町外生徒の受け入れ態勢の充実と積極的なＰＲ活動に努められたい。 

14．町民の健康増進とスポーツ振興を図るとともに、競技力向上のため体育施設整備

の充実に努められたい。 

選
挙
管
理
委
員
に 

加
納 

良
三
氏
（
７１
才
） 

加
藤 

文
嗣
氏
（
６８
才
） 

花
立 

弘
子
氏
（
７６
才
） 

三
島 

茂
彦
氏
（
６６
才
） 

が
当
選 

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
に 

宮
原 

省
吾
氏
（
６４
才
） 

福
田 

久
美
氏
（
６０
才
） 

山
田
洋
一
郎
氏
（
６２
才
） 

積
野 

良
朗
氏
（
６０
才
） 

が
当
選 



 - 6 - 

 

 

 

第３回（９月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言等を行ない議論 

を交わしました。一部を要約して紹介いたしますが、記事に関しては、質問議員の責任に 

おいて掲載しています。 

 なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

町
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て 

来
年
６
月
予
定
の
町
長
選
の

出
馬
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

私
が
瀬
戸
内
町
長
と
し

て
就
任
以
来
、
７
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
約
に
掲

げ
た
「
自
然
、
文
化
を
生
か
し

た
住
民
参
加
、
人
づ
く
り
の
ま

ち
」
を
基
本
理
念
に
町
民
主
体

の
町
政
運
営
を
推
進
し
、
公
約

実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し

て
参
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
人
脈
を
大
い
に
活
か

し
な
が
ら
、
新
た
な
行
政
課
題

や
地
域
振
興
並
び
に
住
民
福
祉

向
上
な
ど
本
町
発
展
の
た
め
、

健
康
面
や
る
気
も
充
分
に
整
っ

て
お
り
、
来
年
６
月
の
町
長
選

出
馬
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

議
員 

観
光
産
業
振
興
に

つ
い
て 

奄
美
出
身
者
の
多
い
尼
崎
市

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
の

検
討
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

尼
崎
市
に
お
い
て
は
、

長
年
に
わ
た
り
関
西
瀬
戸
内
会

と
の
連
携
に
よ
り
、
観
光
物
産

展
を
開
催
し
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
定
期
的
な
観
光
物

産
展
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

方
々
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

関
西
瀬
戸
内
会
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

議
員 

中
心
市
街
地
に
つ

い
て １

．
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

２
．
中
央
通
り
の
街
路
樹
な

ど
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活

用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
は
検
討
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

１
．
昨
年
度
ま
で
も
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
活
用
な
ど
の

補
助
事
業
導
入
な
ど
、
各
種
国

庫
補
助
事
業
も
進
め
て
参
り
ま

し
た
。 

 

現
在
、
町
の
地
域
提
案
型
事

業
に
お
い
て
商
工
会
青
年
部
が

主
体
に
な
り
、
古
仁
屋
高
校
の

美
術
同
好
会
の
生
徒
に
よ
る
商

店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
絵
を
描

く
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
先

日
、
第
一
弾
が
完
成
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
作
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

２
．
昨
年
も
、
国
庫
補
助
事

業
を
活
用
し
た
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
等
を
進
め
、
街
中
に
明
る

さ
と
安
全
性
や
利
便
性
が
向
上

す
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
若
手
経
営
者
を
中

心
に
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
提
案
頂

い
た
よ
う
な
事
業
も
展
開
さ
れ

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
支
援
で
き

る
範
囲
で
応
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

    

中村義隆議員 

◆
街
を
明
る
く
◆ 

古
仁
屋
高
校
生
に
よ
り
描
か
れ

た
商
店
シ
ャ
ッ
タ
ー
へ
の
絵
画 

 

～
泉
酒
店
に
て
～ 
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議
員 

陸
上
自
衛
隊
配
備

及
び
海
上
自
衛
隊
拡
充
に

つ
い
て 

 

本
町
節
子
地
区
に
陸
上
自
衛

隊
警
備
部
隊
、
地
対
艦
誘
導
弾

（
S

S

M
）
部
隊
の
約
２
０
０

人
の
配
備
が
決
定
さ
れ
た
。 

主
要
施
設
や
部
隊
配
備
の
内

容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

主
要
施
設
は
勤
務
庁

舎
・
宿
舎
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
兼
場
外
離
着
陸
場
・
弾
薬

庫
・
射
撃
場
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
１５
年
に
用

地
購
入
及
び
基
本
構
想
策
定
調

査
（
約
6
千
万
円
）
。 

そ
の
他
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
未
定
。
１８
年
度
の
部

隊
配
備
を
目
標
に
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。 

 

 

議
員 

商
工
会
よ
り
「
部
隊
の

施
設
配
備
に
つ
い
て
、
地
元
の
建

設
業
者
、
製
造
業
、
卸
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
商
工
業
者
が

優
先
的
に
受
注
機
会
を
得
ら
れ

る
よ
う
町
当
局
へ
働
き
か
け
て

欲
し
い
」
と
の
陳
情
が
出
さ
れ
議

会
は
こ
れ
を
採
択
し
た
。 

町
長
と
し
て
ど
の
様
に
対
応

す
る
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

陳
情
は
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
ま
し
た
。
地
元
優
先
。

経
済
効
果
に
も
大
い
に
期
待
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
対

応
し
た
い
。 

 

議
員 

農
業
の
振
興
に
つ

い
て こ

れ
ま
で
の
「
水
土
里
サ
ー
ク

ル
活
動
」
に
代
わ
る
新
制
度
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
の
目
的
、

構
成
、
対
象
組
織
、
対
象
活
動
等

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

①
目
的 

農
業
・
農
村

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
地
域

の
共
同
活
動
の
支
援
を
行
い
、

地
域
資
源
の
適
切
な
保
全
管
理

を
推
進
し
ま
す
。 

②
構
成 
農
地
維
持
支
払
交

付
金
（
農
地
法
面
の
草
刈
り
、

水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
路
面

維
持
等
）
と
資
源
向
上
支
払
交

付
金
（
水
路
、
農
道
等
の
軽
微

な
補
修
、
植
栽
に
よ
る
景
観
形

成
、
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
等
）
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。 ③

対
象
組
織 

活
動
組
織
か

広
域
活
動
組
織
を
設
立
。
農
業

者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
組
織
又

は
農
業
者
及
び
地
域
住
民
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
す
。 

④
対
象
活
動 

地
域
資
源
の

基
礎
的
な
保
全
活
動
と
地
域
資

源
の
適
切
な
保
全
管
理
の
た
め

の
推
進
活
動
で
す
。 

 

議
員 

今
後
の
新
制
度
へ
の
移

行
計
画
に
つ
い
て 

 

町
長 

①
平
成
２６
年
度
か
ら
移

行
す
る
活
動
組
織
は
、
嘉
鉄
地

区
、
篠
川
地
区
、
久
慈
地
区
、

秋
徳
地
区
。 

②
平
成
２７
年
度
か
ら
は
、
請

阿
室
地
区
、
池
地
地
区
、
与
路

地
区
、
野
見
山
地
区
。 

 

議
員 

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て 

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
、
消
防
庁
の
推
進
す
る
「
消
防

団
協
力
事
業
所
制
度
」
等
導
入
し
、

団
員
の
増
と
活
動
環
境
整
備
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

広
報
誌
に
掲
載
し
協
力

事
業
所
の
申
請
を
募
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  

 

 

議
員 

ト
ン
ネ
ル
化
の
計

画
に
つ
い
て 

 

阿
木
名
～
勝
浦
間
、西
阿
室
～

瀬
相
間
の
ト
ン
ネ
ル
計
画
の
可

能
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。 

 

町
長 

国
道
５８
号
線
の
阿
木
名

勝
浦
間
ト
ン
ネ
ル
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
工
事
中
の

向野 忍議員 

元井直志議員 

陸上自衛隊配備予定地一画の 

節子土捨場跡地 
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箇
所
を
優
先
的
に
進
め
て
行
く

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
通
学

路
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

県
と
協
議
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

西
阿
室
～
瀬
相
間
の
ト
ン
ネ

ル
建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
町
道
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
実

績
は
な
く
、
財
政
的
に
事
業
導

入
が
可
能
な
の
か
、
採
択
要
件

を
含
め
関
係
機
関
と
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

議
員 

嘉
徳
の
滝
の
遊
歩

道
整
備
に
つ
い
て 

 

嘉
徳
の
滝
へ
の
遊
歩
道
整
備

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
質

問
し
ま
す
。 

ま
た
、
嘉
徳
海
岸
は
旧
来
よ
り

砂
山
に
よ
る
防
波
堤
で
す
が
、
近

年
、
砂
の
減
少
に
よ
り
浜
へ
下
り

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
対
策
と
し
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
階
段
の
設
置
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
可
能
性
は
ど
う
か
質
問

し
ま
す
。 

町
長 

本
町
を
含
む
奄
美
群
島

が
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の

中
、
自
然
環
境
の
保
護
が
優
先

事
項
で
あ
る
た
め
人
工
物
の
建

築
に
つ
い
て
は
慎
重
に
行
う
べ

き
だ
と
考
え
て
お
り
、
遊
歩
道

整
備
が
可
能
な
の
か
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
嘉
徳
海
岸
は
一
般
海

浜
地
で
県
の
管
轄
と
な
っ
て
お

り
、
県
関
係
機
関
と
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
応
急

対
策
と
し
て
昇
降
路
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

瀬
戸
内
町
の
堆
肥

利
用
に
つ
い
て 

 

瀬
戸
内
町
の
農
業
は
低
迷
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
堆
肥
等
の
生

産
が
十
分
で
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

今
後
、
堆
肥
生
産
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
か
質
問
し
ま
す
。 

 

町
長 

近
年
、
家
畜
糞
尿
等
の

農
業
廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、
効

率
的
な
堆
肥
処
理
シ
ス
テ
ム
の

確
立
と
土
づ
く
り
を
推
進
す
る

う
え
で
も
、
堆
肥
生
産
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

堆
肥
生
産
施
設
建
設
後
の
維
持
、

管
理
、
運
営
費
等
を
総
合
的
に

判
断
す
る
と
堆
肥
生
産
施
設
建

設
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

◆
自
衛
隊
誘
致
活
動
に
つ
い
て 

  

 

 

 

議
員 

陸
上
自
衛
隊
の
配

備
に
つ
い
て 

今
後
の
部
隊
配
備
及
び
施
設

整
備
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

陸
上
自
衛
隊
配
備
に
つ

い
て
、
平
成
２６
年
８
月
に
武
田

防
衛
副
大
臣
が
来
町
さ
れ
、
報

告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 

 

①
場
所
は
、
節
子
地
区
（
町

有
地
） 

 

②
配
備
部
隊
は
、
陸
上
自
衛

隊
警
備
部
隊
・
地
対
艦
誘
導
弾

ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
部
隊 

 

③
配
備
人
数
は
、
２
０
０
人

規
模 

 

④
配
置
検
討
主
要
施
設
は
、

勤
務
庁
舎
・
宿
舎
・
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
兼
場
外
離
着
陸

場
・
弾
薬
庫
・
射
撃
場 

 

⑤
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成

２７
年
に
用
地
購
入
及
び
基
本
構

想
策
定
調
査
（
約
６
千
万
円
）
、

そ
の
他
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
未
定
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
３０
年
度
に
部
隊
配
備
を
目

標
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

陸
上
自
衛
隊
配
備
に
よ

る
本
町
の
活
性
化
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

陸
上
自
衛
隊
配
備
に
よ

る
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

部
隊
配
備
ま
で
の
３
年
間
に
つ

い
て
は
、
建
設
予
定
箇
所
の
用

地
整
備
・
勤
務
庁
舎
・
宿
舎
・

体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
兼
場
外

離
着
陸
場
、
弾
薬
庫
・
射
撃
場

な
ど
の
施
設
整
備
な
ど
本
町
の

建
設
及
び
建
築
事
業
所
へ
の
事

業
発
注
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
２
０
０
人
の
隊
員
の

岡田弘通議員 

砂浜の減少により防風林の根が 

剥き出しになっている嘉徳海岸 
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配
備
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

自
衛
隊
員
の
家
族
を
含
め
る
と

４
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
程
度

の
人
口
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
れ
に
伴
い
、
地
元
商
店
街

の
経
済
活
動
が
促
進
さ
れ
る
の

は
勿
論
、
自
衛
隊
関
連
の
雇
用

が
生
ま
れ
る
と
共
に
新
た
に
起

業
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

経
済
へ
の
影
響
は
多
大
な
も
の

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

議
員 

次
の
こ
と
に
つ
い
て
、

町
当
局
へ
提
言
致
し
ま
し
た
。 

イ
．
各
種
の
施
設
整
備
工
事
の
地

元
業
者
へ
の
発
注
に
つ
い
て 

ロ
．
役
場
内
の
自
衛
隊
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て 

ハ
．
現
推
進
協
議
会
の
充
実
強
化

に
つ
い
て 

ニ
．
配
備
地
周
辺
集
落
の
活
性
化

対
策
に
つ
い
て 

 

議
員 

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て 

現
在
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
現
在
の
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
前
提
条
件
と

な
る
「
国
立
公
園
」
の
指
定
に

つ
い
て
、
当
初
の
目
標
よ
り
か

な
り
遅
れ
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。 平

成
２８
年
夏
の
「
世
界
自
然

遺
産
登
録
」
実
現
は
難
し
く
、

平
成
２９
年
以
降
に
な
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
目
標
達
成
の
た
め

に
、
よ
り
一
層
の
協
力
体
制
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

８
月
末
か
ら
「
加
計
呂
麻
地

区
」
に
お
い
て
、
「
国
立
公
園
・

世
界
自
然
遺
産
登
録
」
に
つ
い

て
の
住
民
説
明
会
を
始
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
、
他
の
地

区
に
お
い
て
も
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
現
状
に
つ
い
て
随
時

啓
発
を
行
い
、
関
係
機
関
・
市

町
村
と
協
力
し
て
、「
世
界
自
然

遺
産
登
録
」
と
い
う
大
き
な
目

標
達
成
の
た
め
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

世
界
自
然
遺
産
拠
点
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島

環
境
文
化
財
団
的
な
県
主
体
の

拠
点
施
設
と
国
営
の
世
界
自
然

遺
産
セ
ン
タ
ー
を
本
町
へ
誘
致

す
べ
き
で
な
い
か
。 

 

町
長 

南
部
３
町
村
（
大
和
村
、

宇
検
村
、
瀬
戸
内
町
）
で
、
本

町
要
望
事
項
と
し
て
県
へ
要
望

し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 

 

議
員 

現
在
は
死
語
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、「
公
僕
」
と
言
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。 

「
常
に
町
民
の
明
日
を
憂
い
、

謙
虚
な
心
で
町
民
の
声
を
聴
き
、

施
策
を
講
じ
て
生
活
の
向
上
を

図
る
。
私
利
私
欲
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」 

ま
た
、
町
民
は
「
自
分
の
言

葉
に
責
任
を
持
ち
、
勤
労
を
良

し
と
し
、
地
域
に
和
を
持
っ
て

生
き
る
」
誠
の
姿
だ
と
思
い
ま

す
。 施

政
方
針
の
ト
ッ
プ
は
、
毎

年
『
【
住
民
参
加
（
参
画
）
の
ま

ち
づ
く
り
】
を
基
本
理
念
と
し

て
』
と
、
美
し
い
文
章
で
飾
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
中
身
が
見
え

ま
せ
ん
。 

こ
の
様
な
観
点
か
ら
、
次
の

事
を
質
し
ま
す
。 

 

六
次
産
業
の
振
興
に
つ
い

て 

「
加
計
呂
麻
物
産
館
・
直
売

所
」
は
、
今
後
の
農
業
振
興
に

と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

計
画
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

加
計
呂
麻
物
産
館
を
中

心
に
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
優
れ
た
資
源
を
活
か
し
、

地
域
雇
用
の
確
保
と
所
得
向
上

に
よ
る
加
計
呂
麻
島
の
活
性
化

を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

★
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
つ

い
て 

★
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て 

★
自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て 

  

池田啓一議員 

環境省により設置された知床世界

自然センター ～斜里町ウトロ～ 
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議
員 

防
災
に
つ
い
て 

 

 

先
般
９
月
７
日
の
６
時

５０

分
に
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
地
方

気
象
台
よ
り
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
本
町
へ
発
令
さ
れ
た

が
、
防
災
無
線
で
放
送
す
る
ま

で
１
時
間
以
上
も
住
民
に
情
報

が
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
、
あ
ま

り
に
も
時
間
が
空
き
す
ぎ
で
は

な
い
の
か
。 

 

町
長 

私
も
町
か
ら
の
防
災
無

線
放
送
を
聞
い
て
、
役
場
に
行

っ
た
。
時
間
の
ズ
レ
が
あ
っ
た

と
思
う
、
こ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と

で
も
短
縮
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
。 

 

議
員 

防
災
無
線
放
送
を
聞
い

て
、
町
長
が
役
場
に
出
勤
す
る
の

で
は
な
く
、
「
土
砂
災
害
警
戒
情

報
」
が
発
令
さ
れ
た
時
点
で
町
長

に
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で

は
。 

 

町
長 

今
回
は
来
て
な
か
っ
た
、

私
の
携
帯
電
話
が
止
ま
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

消
防
分
署
長 

確
か
に
６
時
５０

分
に
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

が
出
て
い
ま
す
。
放
送
し
て
住

民
を
パ
ニ
ッ
ク
に
さ
せ
る
よ
り
、

確
実
な
情
報
を
つ
か
ん
で
放
送

す
る
こ
と
が
行
政
と
し
て
必
要

で
あ
る
。 

 

議
員
・
意
見 

「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
の
後
に
、
避
難
勧
告
と

か
段
階
が
あ
る
、
「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
は
早
め
に
町
民
に
知
ら

せ
る
べ
き
。 

町
長
は
災
害
対
策
本
部
長
で

あ
る
の
で
、
今
後
改
善
す
べ
き
と

こ
ろ
は
、
こ
れ
を
教
訓
に
し
て
危

機
感
を
も
っ
て
災
害
対
策
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。 

 

議
員 

陸
上
自
衛
隊
配
備

計
画
に
つ
い
て 

 

期
待
さ
れ
る
効
果
は 

 

町
長 

大
規
模
災
害
時
の
即
応

能
力
の
あ
る
部
隊
配
備
に
よ
り
、

町
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ

れ
る
。 

 

施
設
整
備
に
係
る
建
設
及
び

建
築
等
の
事
業
発
注
。
人
口
増

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。 

 

議
員
・
意
見 

議
員
も
行
政
も

住
民
も
自
衛
隊
が
配
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
良
く
な

る
と
い
う
甘
い
考
え
で
は
な
く
、

一
次
産
業
を
含
め
た
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
べ
き
。
自
主
・

自
立
・
自
興
の
精
神
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

  
議
員 

観
光
振
興
に
つ
い

て 

①
海
の
駅
前
バ
ス
停
へ
、
雨
よ

け
、
日
よ
け
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設

置
す
べ
き
で
は
。 

②
海
の
駅
内
に
あ
る
観
光
協

会
事
務
所
と
フ
ロ
ワ
ー
の
間
に

壁
が
あ
る
が
、
こ
れ
で
い
い
の
か
。 

 

町
長 

①
県
と
の
協
議
、
バ
ス

事
業
者
と
の
利
便
性
の
確
認
等
、

様
々
な
協
議
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
観
光
課
長 

 

②
以
前
も
観
光
客
か
ら
苦
情

も
あ
り
改
善
の
申
し
入
れ
を
し

た
。
再
度
、
改
善
す
る
よ
う
協

議
し
た
い
。 

 ★
そ
の
他
の
質
問 

・
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て 

  

                          

鎌田愛人議員 

 
 

 
 

◆
「
地
方
創
生
」
の
議
論
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

こ
の
法
案
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
向
け
の
施
策

を
総
合
的
に
実
施
す
る
の
が
目

的
で
す
。 

◆
国
立
の
研
究
機
関
に
よ
る
と
、

本
町
の
２
０
４
０
年
の
将
来
推

計
人
口
は
、
５
９
９
０
人
で
約
半

数
が
６５
歳
以
上
に
な
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

◆
自
民
党
で
地
方
創
生
本
部
の

要
職
に
あ
る
地
元
の
金
子
代
議

士
と
共
に
、
町
当
局
と
議
会
・
住

民
が
一
体
と
な
り
、
瀬
戸
内
創
生

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。（
鎌
田
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

委
員
長 
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健
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副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

委 

員 
 

安 
 

和
弘 

 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 

〃 
 

 

池
田 

啓
一 
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吉
見 

洋
和 

 


